
国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

本
地
区
は
、
新
潟
県
北
部
の
新
潟
市
秋
葉
区
及
び
南
蒲

原
郡
田
上
町
の
信
濃
川
、
阿
賀
野
川
と
新
津
丘
陵
に
囲
ま

れ
た
、
標
高
約
一
m
〜
五
m
の
低
平
な
半
輪
中
地
帯
で
あ

り
、
約
三
〇
〇
〇
ha
に
及
ぶ
大
穀
倉
地
帯
で
あ
る
。

低
平
地
で
あ
る
た
め
、
旧
来
か
ら
度
重
な
る
洪
水
被
害

に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
四
十
一・
四
十
二
年
と
二
年

続
き
で
下
越
地
方
を
襲
っ
た
未
曽
有
の
豪
雨
に
よ
り
、
こ

の
地
も
壊
滅
的
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
国

営
新
津
郷
土
地
改
良
事
業
（
昭
和
四
十
七
年
度
〜
平
成
元

年
度
）
に
よ
り
用
水
対
策
と
併
せ
て
、「
大
秋
排
水
機
場
」、

「
覚
路
津
排
水
機
場
」
が
造
成
さ
れ
排
水
改
良
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
年
的
な
施
設
の
劣
化
に
よ
り
、
排

水
機
場
の
機
械
設
備
及
び
特
別
高
圧
受
電
設
備
に
つ
い
て

は
、
配
電
盤
等
の
動
作
不
良
に
よ
る
ポ
ン
プ
の
停
止
が
近

年
頻
発
し
て
い
る
。
土
木
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
本
事
業
で
は
、「
国
営
新
津
郷
排
水
土
地
改

良
事
業
（
施
設
機
能
保
全
総
合
対
策
）」
と
し
て
排
水
機

場
の
施
設
を
保
全
す
る
整
備
と
、
耐
震
性
を
有
し
て
い
な

い
施
設
の
耐
震
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
排
水
機
能
の
維

持
、
施
設
の
維
持
管
理
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
農
業
生

産
性
の
維
持
と
農
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
そ
の
事
業
計
画
を
取
材
し
た
の
で
こ
こ
に
報
告

す
る
。

1
「
新
津
郷
地
区
」
の
概
要

⑴
前
歴
事
業
に
至
る
ま
で

本
地
区
は
旧
来
か
ら
信
濃
川
や
阿
賀
野
川
の
度
重
な
る

洪
水
の
影
響
を
受
け
て
き
た
。
郷
内
の
排
水
は
郷
内
を
貫

く
大
通
川
に
頼
る
自
然
排
水
で
、
一
旦
洪
水
と
も
な
る
と

郷
内
一
面
湖
水
状
態
と
な
り
、
湛
水
排
除
は
信
濃
川
の
水

位
低
下
を
待
つ
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
新
津
丘
陵
は
、
か
つ
て
日
本
一
の
石
油
の
産
地

で
あ
り
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
採
油
が
盛
ん
に
行
わ

れ
た
。
そ
の
た
め
洪
水
の
た
び
に
「
油
交
じ
り
の
悪
水
」

が
水
田
に
流
れ
込
ん
だ
。

そ
こ
で
、
地
域
全
体
の
排
水
体
系
を
見
直
し
、
丘
陵
部

か
ら
信
濃
川
ま
で
直
流
す
る
排
水
路
「
東
大
通
川
」
が
昭

和
八
年
に
開
削
さ
れ
、さ
ら
に
「
大
秋
排
水
機
場
」
や
「
覚

路
津
排
水
機
場
」
な
ど
が
建
設
さ
れ
用
排
水
体
系
が
整
備

さ
れ
る
と
、
今
度
は
耕
地
整
理
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。

昭
和
十
五
年
頃
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
広
す
ぎ
る
と
言

わ
れ
た
二
反
区
画
の
耕
地
整
理
が
先
進
的
に
行
わ
れ
た
。　
　

戦
後
に
な
る
と
、
食
糧
増
産
の
名
の
も
と
暗
渠
排
水
や

客
土
な
ど
数
次
の
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
、
昭
和
三
十
年

後
半
に
は
こ
の
地
は
乾
田
化
さ
れ
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
一・
四
十
二
年
と
二
年
続
き
で
下

越
地
方
を
襲
っ
た
未
曽
有
の
豪
雨
に
よ
り
、
こ
の
地
も
壊

滅
的
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
国
営
新
津
郷
土
地
改
良
事
業
（
昭
和

新
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将来展望国営事業地区の

四
十
七
年
度
〜
平
成
元
年
度
）
と
し
て
不
安
定
な
用
水
対

策
も
併
せ
て
、
地
区
調
査
か
ら
わ
ず
か
四
年
と
い
う
当
時

と
し
て
は
異
例
の
早
さ
で
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
着
工

に
漕
ぎ
付
け
た
。

⑵
現
在
の
営
農
状
況

本
地
区
で
は
、
水
稲
を
中
心
に
、
大
豆
、
野
菜
等
を
組

み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、「
え
だ
ま

め
」、「
玉
ね
ぎ
」、「
な
す
」、「
ア
ザ
レ
ア
（
花
き
）」
な

ど
の
園
芸
作
物
の
生
産
に
よ
る
産
地
収
益
力
の
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
。「
さ
つ
き
茶
豆
」、「
里
の
い
も
こ
（
さ
と

い
も
）」
等
の
園
芸
作
物
は
、
栽
培
管
理
の
徹
底
に
よ
る

良
品
の
安
定
生
産
に
努
め
、
商
標
登
録
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
花
き
・
球
根
・
花
木
の
伝
統
産
地
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
の
地
位
が
確
立
さ
れ
、
特
に
「
ア
ザ
レ
ア
」
は
受
益

地
の
新
潟
市
秋
葉
区
を
中
心
と
し
た
信
濃
川
下
流
域
が
全

国
有
数
の
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

2

事
業
計
画
の
概
要

⑴
事
業
の
目
的

本
地
区
の
基
幹
的
排
水
施
設
で
あ
る「
大
秋
排
水
機
場
」

と
「
覚
路
津
排
水
機
場
」
は
、
建
設
後
四
〇
年
が
経
過
し
、

排
水
機
場
の
土
木
施
設
、
ポ
ン
プ
設
備
及
び
受
変
電
設
備

に
お
い
て
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。
土
木
構
造
物
に
つ

い
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ
て
い
る
。

ポ
ン
プ
設
備
及
び
受
変
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
配
電
盤
等

の
動
作
不
良
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
近
年
は
、
排
水

機
場
の
運
転
に
支
障
が
出
る
よ
う
な
、
突
発
的
な
故
障
等

が
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、
維
持
管
理
費
（
点
検
整
備

費
及
び
電
気
料
金
）
が
経
年
的
に
増
嵩
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
規
模
地
震
が
発
生
し
常
時
排
水
も
担
う
本
機
場
が
損
壊

し
た
場
合
に
は
、
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
は
、「
大
秋
排
水
機
場
」
と
「
覚

路
津
排
水
機
場
」
を
対
象
と
し
て
、
施
設
機
能
を
保
全
す

る
た
め
の
整
備
と
耐
震
化
の
た
め
の
整
備
を
一
体
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
排
水
機
能
の
維
持
及
び
施
設
の
維
持
管

理
の
費
用
と
労
力
の
軽
減
を
図
り
、
農
業
生
産
の
維
持
及

び
農
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

⑵
主
要
工
事
計
画

大
秋
排
水
機
場
・
覚
路
津
排
水
機
場
共
通

【
土
木
構
造
物
】

〇
老
朽
化
対
策
：
ひ
び
割
れ
注
入
工
、
表
面
含
浸
工
、

　
　
　
　
　
　
　
　

表
面
被
覆
工
、
打
換
工
等

〇
耐
震
化
対
策
：
地
盤
改
良
工
、
せ
ん
断
補
強
鉄
筋
工
、

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
増
厚
工
、
増
し
杭
工

【
機
械
電
気
設
備
・
建
屋
】

〇
補
機
類
及
び
電
気
設
備
：
更
新

〇
特
別
高
圧
受
変
電
設
備
：
更
新
（
耐
震
化
）

〇
ポ
ン
プ
・
ゲ
ー
ト
・
除
塵
設
備
：
分
解
整
備

〇
建
屋
：
耐
震
補
強

⑶
事
業
費
と
工
期

事
業
費
：
三
一
五
億
円
（
令
和
四
年
度
単
価
）

工

期
：
令
和
六
年
度
〜
令
和
二
十
三
年
度

　
　
　
　
　
（
う
ち
三
年
間
は
施
設
機
能
監
視
期
間
）

高収益作物

老朽化の状況

主要工事内容

施設名
施工
区分

工事内容
保全
対策

耐震
対策

大秋排水機場・
覚路津排水機場

更新
・ポンプ設備（補機類、電気設備）
・特別高圧受変電設備
・監視制御設備

○
ー
○

ー
○
ー

改修

・ポンプ設備（主ポンプ分解整備）
・ゲート設備
・除塵設備
・建屋（耐震補強含む）
・土木構造物（耐震補強含む）

○
○
○
○
○

ー
ー
ー
○
○
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ー
ー
ー
○
○
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対策イメージ

ポンプ設備諸元

機場名
排水量
（㎥ /s）

全揚程
（m）

排水機 台数
（うち可動翼）

原動機

形式 口径（mm） 形式 動力（kw）

大秋排水機場
（1984年［S59年］完成）

30.0 3.0 横軸円筒形軸流 2,100 3（ 2 ） 電動機 400～540

39.0 5.3 横軸円筒形軸流 2,100 4（ 2 ） 電動機 660～670

覚路津排水機場
（1984年［S59年］完成）

49.0 5.7 横軸円筒形軸流 2,200 4（ 2 ） 電動機 870

将来展望国営事業地区の

３

事
業
へ
の
期
待

本
地
区
で
は
、
現
在
、
用
水
の
配
分
方
式
を
加
圧
方
式

か
ら
自
然
圧
方
式
へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
「
国
営
水
利
シ

ス
テ
ム
再
編
事
業
」
を
鋭
意
実
施
中
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
度
着
工
す
る
「
国
営
施
設
機
能
保
全
総
合
対
策
」
に

よ
る
排
水
機
場
の
老
朽
化
対
策
と
併
せ
て
、
事
業
完
了
の

暁
に
は
維
持
管
理
費
用
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

ま
た
、
農
地
は
も
と
よ
り
、
市
街
地
の
排
水
も
担
う
本

排
水
機
場
が
、
長
寿
命
化
・
耐
震
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
安
全
・
安
心
が
高
ま
る
。

こ
れ
ら
、
新
津
郷
用
水
・
排
水
事
業
と
関
連
ほ
場
整
備

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
水
稲
の
安
定
生
産
は
も
と
よ
り
、

水
田
畑
利
用
に
よ
る
園
芸
作
物
の
導
入
に
拍
車
が
か
か
り
、

産
地
収
益
力
が
向
上
し
、
安
定
し
た
農
業
経
営
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
、
報
告
と
す
る
。

【
参
考
文
献
】

•「
国
営
新
津
郷
排
水
土
地
改
良
事
業
の
概
要
」（
国
営
土
地
改
良
事
業
新
津

郷
阿
賀
野
川
左
岸
地
区
推
進
協
議
会
）

•「
国
営
土
地
改
良
事
業
等
の
事
前
評
価

地
区
別
評
価
結
果
」（
令
和
五
年

八
月
：
農
林
水
産
省
）

•「
新
津
郷

事
業
誌
」（
北
陸
農
政
局
新
津
郷
農
業
水
利
事
業
所
）

改修を待ち望む地元の声

新
津
郷
排
水
地
区
は
、新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、信
濃
川
、

小
阿
賀
野
川
、
そ
し
て
秋
葉
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
半
輪
中
の
低
平
地

で
す
。

基
幹
土
地
改
良
施
設
は
、
「
国
営
阿
賀
野
川
用
水
農
業
水
利
事

業
」と「
国
営
新
津
郷
農
業
水
利
事
業
」に
よ
り
、農
業
生
産
の
み
な

ら
ず
公
益
的
な
機
能
も
発
揮
す
る
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
排
水
機
場
は
水
害
に
脆
弱
な
低
平
地
に
立
地
す
る
都
市
住

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、い
ず
れ
の
施
設
も
耐
用
年
数
を
超
え
、老
朽
化

に
よ
る
機
能
低
下
や
故
障
等
に
よ
り
維
持
管
理
費
が
増
嵩
し
、
農

業
者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
規
模
地
震

の
発
生
に
よ
り
基
幹
排
水
機
場
が
損
壊
し
た
場
合
、
農
地
の
み
な

ら
ず
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ

う
し
た
状
況
の
も
と
、平
成
二
十
六
年
五
月
、国
営
土
地
改
良

事
業
新
津
郷
阿
賀
野
川
左
岸
地
区
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
国
営

造
成
施
設
の
整
備
更
新
に
つ
い
て
、
事
業
化
に
向
け
た
調
査
検
討

を
始
め
ま
し
た
。
令
和
二
年
度
に
は
、
水
利
シ
ス
テ
ム
の
再
編
を

目
指
す
国
営
新
津
郷
用
水
土
地
改
良
事
業
が
着
工
と
な
り
、
現
在
、

着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
津
郷
排
水
地
区
に
つ
い

て
も
、
令
和
四
年
度
か
ら
国
営
施
設
機
能
保
全
総
合
対
策
事
業
の

調
査
が
行
わ
れ
、
二
つ
の
排
水
機
場
と
水
管
理
施
設
の
老
朽
化
対

策
と
耐
震
化
の
た
め
の
整
備
更
新
が
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、こ
の
た
び
お
蔭
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、国
営
新
津
郷
排

水
土
地
改
良
事
業
が
令
和
六
年
度
着
工
の
運
び
と
な
り
、
農
業
者

の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
も
そ
の
効
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

私
共
は
、
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
農
業
生
産
基
盤
の
構
築
と
安
全

で
安
心
な
住
環
境
の
確
保
を
目
指
し
て
事
業
推
進
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

仲川吉栄 氏
国営土地改良事業

新津郷阿賀野川左岸地区
推進協議会副会長

阿賀野川左岸土地改良区
連合副理事長

新津郷土地改良区理事長

覚路津排水機場地下ポンプ室前歴事業の完工記念碑
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事
業
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待
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で
は
、
現
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、
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の
配
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を
加
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の
転
換
を
図
る
べ
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「
国
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水
利
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テ
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再
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事
業
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を
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意
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中
で
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。
そ
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、

こ
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策
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、
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維
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に
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。
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、
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、
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、
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。

こ
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ら
、
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業
と
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ほ
場
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事
業
の
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に
よ
り
、
水
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の
安
定
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は
も
と
よ
り
、
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畑
利
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に
よ
る
園
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の
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、
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向
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し
、
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が
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、
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要
」（
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業
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川
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岸
地
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進
協
議
会
）

•「
国
営
土
地
改
良
事
業
等
の
事
前
評
価

地
区
別
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価
結
果
」（
令
和
五
年

八
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：
農
林
水
産
省
）

•「
新
津
郷

事
業
誌
」（
北
陸
農
政
局
新
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郷
農
業
水
利
事
業
所
）

改修を待ち望む地元の声

新
津
郷
排
水
地
区
は
、新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
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し
、信
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小
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、
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に
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の
低
平
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。
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は
、
「
国
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阿
賀
野
川
用
水
農
業
水
利
事

業
」と「
国
営
新
津
郷
農
業
水
利
事
業
」に
よ
り
、農
業
生
産
の
み
な

ら
ず
公
益
的
な
機
能
も
発
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す
る
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
排
水
機
場
は
水
害
に
脆
弱
な
低
平
地
に
立
地
す
る
都
市
住

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、い
ず
れ
の
施
設
も
耐
用
年
数
を
超
え
、老
朽
化

に
よ
る
機
能
低
下
や
故
障
等
に
よ
り
維
持
管
理
費
が
増
嵩
し
、
農

業
者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
規
模
地
震

の
発
生
に
よ
り
基
幹
排
水
機
場
が
損
壊
し
た
場
合
、
農
地
の
み
な

ら
ず
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ

う
し
た
状
況
の
も
と
、平
成
二
十
六
年
五
月
、国
営
土
地
改
良

事
業
新
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郷
阿
賀
野
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地
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推
進
協
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会
を
設
立
し
、
国
営

造
成
施
設
の
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備
更
新
に
つ
い
て
、
事
業
化
に
向
け
た
調
査
検
討

を
始
め
ま
し
た
。
令
和
二
年
度
に
は
、
水
利
シ
ス
テ
ム
の
再
編
を

目
指
す
国
営
新
津
郷
用
水
土
地
改
良
事
業
が
着
工
と
な
り
、
現
在
、

着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
津
郷
排
水
地
区
に
つ
い

て
も
、
令
和
四
年
度
か
ら
国
営
施
設
機
能
保
全
総
合
対
策
事
業
の

調
査
が
行
わ
れ
、
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つ
の
排
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機
場
と
水
管
理
施
設
の
老
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対

策
と
耐
震
化
の
た
め
の
整
備
更
新
が
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、こ
の
た
び
お
蔭
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、国
営
新
津
郷
排

水
土
地
改
良
事
業
が
令
和
六
年
度
着
工
の
運
び
と
な
り
、
農
業
者

の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
も
そ
の
効
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

私
共
は
、
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
農
業
生
産
基
盤
の
構
築
と
安
全

で
安
心
な
住
環
境
の
確
保
を
目
指
し
て
事
業
推
進
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

仲川吉栄 氏
国営土地改良事業

新津郷阿賀野川左岸地区
推進協議会副会長

阿賀野川左岸土地改良区
連合副理事長

新津郷土地改良区理事長

覚路津排水機場地下ポンプ室前歴事業の完工記念碑
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